
　
俳
　
句	

　
　
　
　
　

稲

井

爽

秋

選

霧
流
れ
遠
き
山
野
は
墨
絵
か
な

　
　
　
　
青
野
義
明

石
蕗
咲
い
て
ゐ
る
日
だ
ま
り
に
今
日
も
母

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅

　
正
子

生
真
面
目
な
母
の
癖
字
や
古
日
記

　
　
　
越
智
幸
子

初
詣
し
か
と
踏
み
し
め
八や

そ

じ

十
路
ゆ
く

　
　
三
谷
福
美

冬
日
遍あ

ま
ねし

移
築
後
の
北
御
門

　
　
　
　
　
森
本
郁
子

臘ろ
う
ば
い梅

の
色
鮮
や
か
に
庭
に
映は

ゆ
　
　
　
　
高
橋

　
和

乳
に
ゅ
う
び
ょ
う

鋲
の
錆さ

び

極
ま
り
て
寒か

ん

の
底
　
　
　
　
　
大
森
妙
子

闇
焦こ

が

す
炎
の
絵
巻
お
水
取
　
　
　
　
　
　
伊
藤
通
友

　
川
　
柳	

　
　
　
　
　

伊

藤

凡

々

選

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
メ
モ
し
た
メ
モ
が
見
当
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
藤
佐
由
利

孫
の
靴
の
お
さ
が
り
嬉
し
赤
い
紐
　
　
　
菅
　
鈴
子

鶸ひ
わ

群
れ
て
地
上
は
愛
に
満
ち
て
い
る
　
　
真
鍋
正
利

私
よ
り
膝
が
笑
う
よ
下
り
坂
　
　
　
　
　
今
井
利
江

出
く
わ
し
た
野
球
部
員
は
雪
を
駆
け
　
　
加
藤
忠
行

干
し
野
菜
真
上
に
白
い
昼
の
月
　
　
　
　
宇
高
瑞
子

運
だ
め
し
三
度
引
い
て
も
中
吉
だ
　
　
　
藤
原
　
博

初
詣
一
升
当
り
歓
喜
す
る
　
　
　
　
　
高
橋
ト
シ
子

　
短
　
歌	

　
　
　
　
　
　
藤

田

虎

雄

　
選   

田
に
向
か
い
バ
イ
ト

　
七
草
採と

り
揃
え

　
年
末
年
始

箱
詰
め
作
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
忠
行

楽
し
み
は
朝
起
き
い
で
て
昨
日
ま
で
無
か
り
し
花
の

咲
き
て
見
る
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
好
清
信

昨き

ぞ夜
の
雨
に
濡
れ
し
椿
が
朝
の
日
に
き
ら
め
き
時
に

は
露
を
こ
ぼ
せ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
塩
見
田
鶴
子

鉢
植
え
に
甘
夏
み
か
ん
一
つ
生な

る
大
き
く
熟う

れ
て
ひ

と
き
わ
目
を
引
く

　
　
　
　
　
　
　
　
元
山
荘
一
郎

腰
癒い

え
て
三み

と

せ年
ぶ
り
な
る
初
詣
石き

だ段
下く

だ

り
来
て
甘
酒

で
祝ほ

ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
垂
水
多
喜
代

ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
の
黄
色
が
意
外
と
よ
く
似
合
ひ
米

寿
の
宴

う
た
げ

　
夫つ

ま

よ
く
笑
ふ

　
　
　
　
　
　
伊
東
ま
ゆ
み

ザ
ッ
ク
リ
と
編
み
て
重
た
き
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
背せ

な

に
纏ま

と

へ
ば
亡つ

ま夫
の
香
が
す
る
　
　
　
　
　
　
牧
原
あ
け
み

朝
刊
の
折
り
込
み
を
見
る
日
を
重
ね
慣
れ
親
し
め
り

専
業
主
夫
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
　
　
泉

■
俳
句
・
川
柳
・
短
歌　

作
品
募
集

　

作
品
は
読
み
や
す
い
書
体
（
楷か

い
し
ょ書
等
）
で
作
成
し
、

俳
句
・
川
柳
・
短
歌
の
別
を
書
き
、
漢
字
に
は
ふ
り
が

な
を
振
り
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
毎

月
１
日
ま
で
に
担
当
課
へ
郵
送
・
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
先　

　

〒
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３
―
８
６
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明
屋
敷
１
６
４

　

西
条
市
役
所　

広
報
広
聴
課　

広
報
係

　

ＴＥＬ
０
８
９
７
―
５
２
―
１
２
０
４
（
直
通
）

　　　　　ベトナムでお仕事を始めてから３年の月日が経ちました。ベトナムの喧騒の中で慌ただしく過

ぎていった時間。その流れの中でほっとする瞬間。お茶を飲む時。

　ベトナムは日本と同じくお茶の栽培が盛んに行われており、生産高は世界７位。

その種類は15種類以上で、その中でもよく飲まれるのが緑茶。ベトナムのお茶文

化は1000年以上の歴史をもつとされ、宮廷には茶の作法も存在しました。

　現在でもお茶を飲む習慣は日常的で、食後や来客があったとき、お茶を飲みな

がら談笑します。ベトナムのご飯屋さんでは、おしぼりは無料で提供されていま

せんが、お茶は各テーブルに置かれ自由に飲むことができます。

　お茶を飲むとき、それは私にとって故郷、日本を想うときでもあります。

　　　　　　（フエ市防災教育支援事業コーディネーター　中村範子）
▲お茶を飲みながら
　　　　　ほっと一息

広報さいじょう　2014　３月号25


